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ロボット化の歴史

1990’s1980’s

ʼ87 左官仕上ロボット

SMART System

ʼ97 ⽇⽯横浜ʼ94 ⼗六銀⾏名古屋ʼ93 中荷重バランサー
グレージングロボット

ʼ92 耐⽕被覆吹付ロボット

ʼ82 耐⽕被覆吹付ロボット

ʼ85 外壁⾃動吹付装置

ʼ89 天井ボード張ロボット

ʼ92 鉄⾻柱溶接ロボット
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Shimz Smart Site ® ⼈とロボットが協働する次世代建築⽣産システム
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Robo-Carrier
エレベータと連携する資材搬送ロボット

Robo-Buddy
多能⼯作業ロボット
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システム構成

Robo-Carrier Autonomous-ELV Robo-Buddy Robo-Assist

Robo-Master
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Robo-Carrier
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搬送作業
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搬送ロボット
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Robo-Buddy
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天井ボード施⼯
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製造業との違い

製造業
製品が移動

固定座標で作業，計測

建設業
ロボットが移動

相対座標で作業，計測
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天井ボード施⼯ロボット
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資材搬送

省⼈化効果

-75% -80%

OAフロア施⼯

-78%

天井仕上施⼯

⼯事全体での省⼈化 ▲2.0
%
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2025年の現場（想定）

【 現状 】 清⽔建設の現場では、毎⽇ 30,000⼈の作業員が働く
【 ⽬標 】 ⽣産性 20％ 向上 （6,000 ⼈の省⼈化）

半分をロボットとすると 3,000⼈分の作業

全国で 1,000 台 のロボット＋ロボ職⻑1,000⼈ が稼働している
全国に約400 作業所 ⇒ 1 作業所 あたり 2〜10台 が稼働

70％ の省⼈化率


